
株式会社 アグリリンク 様
（広島県福山市）

空冷チリングユニット
導入事例

お客様訪問シリーズ　No.594

福山市で物流事業を中心に展開する丸加グループでは、新規事
業として観光農園の開設を計画しています。アグリリンク様は、そ
の計画の具体化に向け、イチゴ栽培に適した栽培システムや設備
の検討を進めています。異業種から農業へ参入するにあたり、品種
や栽培方法に加え、ハウスのつくり方、冷却設備、温度管理など、
農園づくり全般についてご相談をいただきました。
当園では、自らイチゴ栽培を手がけるほか、企業の農業参入支援
の経験もあります。これまで培ってきたノウハウを生かし、栽培計画
から設備計画まで、農園づくりを一緒に進めることにしました。

異業種からの参入は
専門家への相談からスタート

暑い時期でもイチゴが育ちやすい環境へ
空冷チリングユニットでクラウン冷却を実現
異業種からイチゴ栽培へ新たに参入したアグリリンク様。複数品種のイチゴを楽しめる観光農園の開設に向け、
美作農園様の支援を受けながら、地域や施設の条件に合った農園づくりを進めています。
美作農園の小川様に、アグリリンク様の農園づくりについて伺いました。 有限会社美作農園

代表取締役 小川博己様

同じイチゴ栽培でも、地域や施設によって条件は異なります。
初期設備は過剰にせず、その場所に合った構成を考え、必要に
応じて後から追加できる余地を残しておく。柔軟な考え方を大
切にしています。
そのため、既存システムをそのまま当てはめるのではなく、地域の
気候やハウスの規模、栽培方法に合わせて栽培システムを構成
しました。

地域・施設条件に合わせて
栽培システムを構築する

アグリリンク様の施設計画では、品種や栽培方法に加え、ハウス
の構成や冷却設備も含めて施設全体を検討しました。その中で
大きなテーマになったのが、外気温が高い時期の温度管理です。
近年は秋になっても高温が続き、定植後の生育に影響すること
があります。
そこで採用したのが、冷水を循環させてイチゴのクラウン（株元
付近）を冷やす「クラウン冷却」です。
ハウス全体を空調するには、夏場に大きなエネルギーが必要で
す。クラウン冷却なら、生育に重要な株元付近を狙って冷やせる
ため、効率的に栽培環境を整えられ、省エネにもつながると考え
ています。せっかく花芽分化が進んでも、定植後に高温が続けば
生育が遅れてしまいます。定植後も必要に応じて株元付近を冷
やせる点に期待しています。

クラウン冷却でイチゴの株元を
効率よく冷却

空冷チリングユニット



アグリリンク様では、今回の施設を観光農園として展開する予定
です。施設内では複数品種のイチゴを植え付けており、品種ごとの
味の違いを楽しめることも、今後の観光農園ならではの魅力にな
ると考えています。
福山市で物流事業を中心に展開してきた丸加グループにとって、
今回の取り組みは新たな事業領域への挑戦でもあります。地域に
根ざした新しい観光・農業の場として、多くの方に親しまれる農園
になることを期待しています。
空冷チリングユニットによるクラウン冷却を活用し、実際の生育や
収穫状況を見ながら、秋口や春先など、外気温やハウス内温度が
上がりやすい時期を中心に、冷却する時期や方法の効果を検証し
ていきます。
これまで培ってきた栽培ノウハウに、空冷チリングユニットによる冷
却技術を組み合わせ、アグリリンク様のイチゴが育ちやすい栽培
環境の整備と、魅力ある観光農園づくりを支えていきたいと考えて
います。

イチゴが育ちやすい環境を整え
観光農園ならではの魅力づくりへ

クラウン冷却設備を具体化するにあたり、岡山県内で、すでにチラー
を使った冷却システムを導入している農園の事例も参考にしま
した。
さらに、ダイキン製チラーの導入実績がある九州の上寺いちご園様
には、美作農園様とダイキンHVACソリューション中四国の担当者
が訪問し、オール電化によるイチゴ栽培について話を伺い、ハウス
や設備を実際に確認しました。
視察した設備をそのまま導入するのではなく、そこで得た知見を参
考にしながら、アグリリンク様に適した冷却方法を検討しました。

先行事例を見て
導入方法を確認する

■採用機器／空冷チリングユニット（UWAA125A）× 2台
■用途／イチゴ栽培のクラウン冷却（冷水供給）

イチゴ栽培には香川県の産学官合同で開発されたシステム「いちご楽ちんシステム」を採用

R32空冷チリングユニット
低GWP冷媒で、地球温暖化への影響を低減。

ヒートポンプタイプ 
標準機（5～30馬力）、
冷却専用タイプ 
標準機（3～30馬力）は
即納モデルです。

約46%削減！
ランニングコスト

※新型インバーター機（UWAA375A）と旧型ノンインバーター機（UWAP375A）との比較

※

約53%削減
年間CO2 排出量

約79%削減
地球温暖化への影響

［試算条件］UWAA375AとUWAP375Aの比較。運転時間：12カ月 25日/月 8～18時 10時間/日。出口温度：20℃。電力会社：東京電力 高圧電力A。注）電気代は目安であり、負荷特性等の諸条件により異なります。※試算は、一定の条件に基づいて相対比較と
して表したものです。従来定速機は消費電力に10%の経年劣化を考慮しています。電気代には「再生可能エネルギー発電促進賦課金」が含まれています。2023年3月の燃料費調整が含まれています。CO2排出係数は、経済産業省、環境省公表（令和4年1月）「令和
2年度の電気事業者別実排出係数」の数値で計算。

※ ※
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